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むかしは典型的な田園地帯、いまは都市化のすすむ市街地。私の Ii 
フィールド越谷市は、まるで埼玉県の縮図のような地域です。 

観察は、通勤や退勤の途中、散歩など、こま切れの時間を利用して

います。そんなある一断面の観察でも、それを10年分近く並べますと、越谷市の鳥相の全

体像が、おぼろげながら浮かびあがってきます。 

今回は、ここ 1. 2年ほどのシラコバトの様子と私の好きな探鳥地をご紹介します。 

(1）いま、シラコパトは～（地図C) 

ぽっぽっぽ 鳩ぽっぽ 

豆が欲しいか そらやるぞ 

みんなで仲よく 食べに来い 

文部省唱歌「はと」 のモデルはシラコバト

だそうだ。このシラコバト、確かに市内全域

に生息する。が、ここ 1. 2年、その密度が

薄くなった気がする。密度の濃さと数の多さ

をほこっていた増林地区ですら、シラコバト

を見る探鳥会を開くことができない。増林で

の減少の原因は、10軒以上あった養鶏場が1 
軒に減少したことによるものだろう。その 1 
軒も野鳥が鶏舎の中に自由に出入りできない

しくみになっており、養鶏飼料を採餌してい

たシラコバトにとって、増林はもはや採餌場

ではないのかもしれない。人間への依存度の

高さにおどろく。 

現在、越谷市内で最も多く見ることができ

るところは、北越谷の養鶏場だろう。この養

鶏場は、鶏舎内にシラコバトが自由に出入り

できるようになっている。しかし、人間は、 

道路から観察するにとどめたい。 

(2）古利根川 （地図A) 

身近な場所での野鳥観察、その楽しさを教

えてくれたのが、寿橋から堂面橋までの古利

根川だ。季節は冬にかぎる。めあてはカモ類

やカモメ類だ。とにかく、鳥までの距離が短

い。ビギナーにはもってこいの地だ。種類も

そこそこに多く、個体数も多い時で700をも

こえる。カモメ類のなかに、いつか珍鳥も混

じることを期待して、観察のたびに1羽1羽
たんねんに見ている。 

観察は、松伏側の岸を上流に向かって行う

のが具合がよい。午前中なら順光でもある。 

交通は、東武伊勢崎線「北越谷」 駅東口よ

り野田行きバスに乗り 「新方橋」で下車。帰

りは、堂面橋近くのバス停「松伏」 より 「越

谷」・「北越谷」行きに乗車するのが便利だ。 

(3）宮内庁埼玉鴨場 （地図B) 

もちろん場内には入れない。少しでも皇室

関係のことでマスコミに注目されることがあ

ると、機動隊が警備につく。私も何度か声を

かけられた。しかし、元荒川の土手から観察

するぶんには問題はない。 

12. 1. 2月のタ方が最も楽しい。午後 4 
時ごろ、カワウ、ダイサギ、コサギが埼をと

るべくぞくぞくと場内へ突入していく。 4時
半ごろから、万を越すムクドリの群舞が始ま

る。元荒川をはさんで対岸から見る様は、西

日を浴びてことに見事である。ひるがえる瞬

間、金色にかがやく。やがてー済に鴨場へ沈

む。 5時半ごろからは、 1万以上はいるとい

われているカモ達が採餌場へ出かけていく。 

ほどなくあたりは闇につつまれるが、力モの

羽音はいつまでも続いている。人には、ちょ

っとしたヒッチコックの 『鳥』 の世界が味わ

えると吹聴している。 

東武伊勢崎線「北越谷」駅より徒歩15分。 

(4)健ーーー上村の勲」池（地図D) 

越谷一のホットゾーンだ。ョシゴイ、クイ

ナ、 ヒクイナ、バン、オオノgンに注目してい

る。ョシゴイは行けば必ず、他は小雨の時に

出現率が高い。オオバンの繁殖を期待。 
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古利根川 1 埼玉鴨場 1 調整池 
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越谷のカワセミはとびきりの器量よしだとい

うこともわかってくる。実に楽しい。 

しかし、仕事中にふと目に入ったヒョドリ

までも、知らず知らずカウントしている自分 

に苦笑する。 	 （山部直喜） 

交通は車の利用をおすすめする。 

身の回りの野鳥観察は、いつでも気軽にで

きるからよい。記録が増えてくると新しい発

見が次々と生まれてくる0 同じカワセミでも、 

ー‘．ノー・, 	車 
、 、，．‘武 

、ノ伊 
ノ 	勢 

ノ
I
ー一 

春 	 3, 4, 5月 	夏 	6, 7, 8 月 	秋 	9, 10, 11月 	冬 	12, 1, 2月 

上のリスト表は、 1982年 4月1日より1989年10月 2 日までに、山部が直接に生息を確認した鳥種である。 
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レポ 影響移躯響審審紅 躯審影毒移響毒器関 

関ブロというのは、お風呂の一種ではあり

て、それぞれの支部の抱える問題などを話し 

ません。関東地区の各支部の代表者たちが集まっ

合い、勉強し合う関東ブロック協議会のことです。 

集まったのは27人 

年に 2-'3回のペースで、各支部持ちまわ

りで担当して開催される関ブロ協議会、今回

は栃木県支部が幹事役となり、 9月 9 日（土） 

と10日（日）の 2 日間、栃木県塩谷郡塩谷町

大字なんとか字なんとかの山の中、 『鳥羽の

湯』という、聞いただけでも恐ろしい秘境に、 

なんと27人もが集まった。 

山また山を越えてたどり着いた旅人たちの

苦労話は今回は割愛。そのなかには、当埼玉

県支部の鈴木支部長、海老原副支部長、北川

幹事の 3 名もまじっていたのだ。 

クイズの時間 

Q：関ブロにはいくつの支部があるか。そ

の支部名を全部あげよ。 

A：吾妻・茨城・奥多摩・神奈川・群馬県・

埼玉県・千葉県・東京・栃木県の 9支部。 

正解者は自分で自分をほめること。 

極めて率直に各支部の報告 

先ず、各支部からの報告が行われた。 

当支部からは、 『しらこばと』の記事をベ 

ースに、支部長が交代したこと、リーダー研

修会を今年も実施したこと、会員数が 1,000 

人を越えたことなどを報告した。 

他支部からは、例えば東京支部から、会員

数が 4,000人にもなることから起こるいろい

ろな問題、支部運営の難しさ、執行部にたい

して寄せられるさまざまな意見など、極めて

率直な報告がされた。 

千葉県支部からは「会員数が 1,000 人に達

したら、三種郵便の認可をとって、経費節減

につとめたい。小横川河口を守る運動を展開

したい」 などの報告。そのほか各支部から、  

それぞれの活動に基く、力強い報告が相っい

だ。 

意見交換など 

その後の話し合いとしては、役員会の運営

方法、委員会（埼玉県支部では部会）制度、 

早朝・平日などの探鳥会、リーダー研修会な

どが話題となったが、このへんの話し合いは

大変まじめ、ちょうちょうはっしで、レポー 

ターとしても、ふざけている暇は全くないほ

どだった。 

中でも、毎年リーダー研修会を実施してい

るのは、支部多しといえども、わが埼玉県支

部だけであることから、当支部のリーダー研

修会に対する各支部の関心は高く、話題が集

中した。 

とうぜん、懇親会 

3時間に及ぶ会議が終ったあとは、とうぜ

ん懇親会だが、だがだがしかし、懇親会とい

えども油断はならない。ただよっぱらって遊

んでいれば良いものではない。ここでは、よ

り率直な意見交換、実態暴露、衝撃の告白な

どなどが続いて、レポーターとしては緊張の

しっぱなし、いっこうに酔いがまわらず、何

を話したのかもさっぱりおぽえていない。 

支部運営への反映 

関東地区各支部の結東を固め、視野を広げ、 

より良い支部活動の展開に大きな力となりう

るのが（主としてまじめな部分の）この会議。 

今回の会議の成果も、役員会でくわしく報告

され、支部活動へ反映される。 

支部の幹事たちは、こんな仕事もしている 

のです。 	（レポーター・海老原美夫） 

鈴
木
支
部
長
も
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ワァンって

えてもらえて 

う収ノしいよ一 
IYミ～ 
I',子 棚脚ゴルフ場についての素朴な感想脚脚棚

海老原美夫（浦和市） 

10月14日付けの埼玉新聞に掲載された、県

企画財政部が13日にまとめた10月1日現在の

県内ゴルフ場立地状況によると、県内のゴル

フ場は、 

既設営中 	 58カ所 51 143 ha 

造成工事中 	 15カ所 1,79oha 

開発許可事前審査中 14カ所 約1,478ha 

承認前の立地調整中 5カ所 約508ha 

にも及んでいます。 

県の全面積は、 379, 932 haですから、その

約 2. 35 ％を占めることになります。 

浦和市の面積は 7,103 ha、大宮市は 8,891 

ha、熊谷市は 8, 597 haです。これら大都市の

全面積以上の広い部分なのです。 

なぜこんなにゴルフ場が必要なのでしょう。 

ゴルファーたちは、ゴルフ場が、もともとそ

の地域にあった自然の生態系を破壊するだけ

ではなく、大量の農薬使用などで、周辺環境

にまで害を及ぼしていることを、多分、ごぞ

んじないのでしょう。 

もし知っていたら、恥ずかしくて、ゴルフ

なんてできなくなると思うのですカも 

またもや、ごめんなさいコーナ 

11月号 2 ページ右段の1行目が間違ってい

ました。正しい文章にすると、 

r 1970年代後半、埼玉では秩父山地とそ

の前面東側の丘陵で観察されている（小杉 

1 978)。」となります。 

3 行目の「入いり」 は「入り」です。 

訂正してお詫びします。 

押川歳子 

棚訓渡り鳥の危機 北海道・風蓮湖川廿脚廿聞川川 

小荷田行男（浦和市） 

1989年10月15日、鉄砲の音を聞きながら

風蓮湖の水鳥のカウント調査を地元の研究者 

・松尾武芳氏と行ない、オオハクチョウ 2、コ

クガン 350、ヒシクイ 105、カモ類 10, 800 

以上、タンチョウ 28等を得た。 

北海道東部、根室、花咲半島の根元に拡が 

る風蓮湖は、渡り鳥、特に水鳥の重要な渡りの

休息地となっている。北海道一千島列島ーカ

ムチャッカ・コース及び北海道ーカラフト・

コースの二大渡りルートの要に位置している。 

オオハクチョウ、 コクガン、 ヒシクイ （亜種

ヒシクイ）、 コガモ、オナガガモ、 ヒドリガ

モ、キンクロハジロ、 スズガモなどのガン・

カモ科、メダイチドリ、キョウジョシギ、 ト

ウネン、ハマシギ、アオアシシギ、 タカブシ

ギ、キアシシギのシギ・ 4類が、春と秋の渡り

の季節に多い。またタンチョウの繁殖地でも

ある。 

風蓮湖は今、猟期である。正確に言えば湖 

水面上は道設鳥獣保護区であるが、水鳥の餌

場とねぐらとなる風蓮川、ヤウシュベッ川、 

別当賀川などの流入河川が造る広大な面積の

河口湿原は、ほとんど全て猟区となっている。 

風蓮湖のラムサール条約指定湿原返上、国

定公園昇格にも消極姿勢をとる地元行政当局

は、風蓮湖の一部である春国岱のサンクチュア

リ化を免罪符として風蓮湖岸、根室一別海間

に道路建設をもくろんでる。日本における渡

り鳥の重要な中継地である風蓮湖は、今、そ

の重大な岐路に立たされている。 

合 	計 	92カ所 約8,919ha 

58カ所 	5, 143 ha 

15カ所 	1, 790 ha 

14カ所 約 1, 478 ha 

5カ所 約508 ha 

92カ所 約 8, 919 ha 

ゴルフ 
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ハジロカイツブリ ◇ 9月30日午前 9時、狭

山湖で 2 羽。ルビーのような目が印象的で

した（三田長久）。 

力ンムリカイツブリ ◇10月 9 日、狭山湖て二 

5羽（三田長久）。 

コハクチョウ ◇10月18日、本庄市の阪東大

橋下流で成鳥 2羽、幼鳥 1羽（町田好一郎）。 

力ルガモ ◇10月 9 日午前10時、狭山湖で 2 

羽が向い合って首を上下に振る挨拶をかわ

した後、交尾する（三田長久）。 

シマアジ ◇ 9月21日、本庄市の阪東大橋下

流でコガモの群れ中に1羽（井上幹男）。 

キンクロハジ口 ◇10月 9 日、狭山湖で 4羽 

（三田長久）。 010月29日、浦和市の大崎

植物園の公園内の池で1羽（藤野富代）。 

ホシハジ口 ◇10月 8日午後 4時40分、浦和

市の芝川で合 4 羽早 2 羽（大武昭雄）。 ◇ 

10月 9日、狭山湖で合 9羽早 9羽（三田長

久）。 010月10日、戸田市道満で91羽 

（海老原美夫）。 ◇10月18日、本庄市の阪

東大橋下流で 2羽（町田好一郎）。 

ハチクマ ◇10月10日、戸田市道満で1羽 

（高橋達也）。 

オオタカ ◇ 9月23日、吉見町南吉見の市野

川の土手で1羽（市川計彦）。 KO9月24日、 

毛呂山町の物見山で成鳥1羽、幼鳥1羽 

（市川計彦）。 09月30日、川島町の市野

川の土手の棒杭に幼鳥 1羽。コジュケイを

襲うが失敗する（市川計彦）。 

ハイタ力 ◇ 9月24日、毛呂山町の物見山で

成鳥1羽がイカルの群れを追う（市川計彦）。 

サシバ ◇ 9月12日、戸田市道満で幼鳥1羽 

（駒崎政雄）。 09月23日、吉見町の吉見

百穴で1羽（市川計彦）。 ◇ 9月26日、本

庄市の阪東大橋下流で 7羽（井上幹男）。 

09月30日、戸田市新曽南上空で24羽。西

へ飛ぶ（駒崎政雄）。 010月 1日、浦和市

の鴨川排水機場付近で 7羽（近藤 崇）。 

010月1日午前 6時～午前10時、戸田市道

満で7羽（蕨高校生物部）。 

ノスリ ◇ 9月24日、毛呂山町の物見山で1 

羽。高空でホバリング（市川計彦）。 

チュウヒ ◇ 9月12日、本庄市の阪東大橋下

流で1羽（市川計彦）。 

ハヤブサ ◇ 9 月26日、本庄市の阪東大橋下

流で1羽。カケスをとる（井上幹男）。 

チョウゲンボウ ◇ 9月30日、川島町の市野

川付近の農耕地で1羽。 3羽のカラスにし

つこくモビングされていた（市川計彦）。 

010月 4日、大宮駅西口上空で1羽。ソニ二

ック、丸井、そごうの上空を悠然と旋回し

ていた（金子明弘）。 010月 8日、富士見

市の柳瀬川で1羽（藤原寛治）。 

ダイゼン ◇ 9月29日、戸田市道満で2 羽 

（駒崎政雄）。 

ヒバリシギ ◇ 9月 1日、戸田市道満で1羽 

（駒崎政雄）。 

オジロトウネン ◇10月 8 日、戸田市道満で 

4 羽。10日にも見られた（海老原美夫）。 

アメリカウズラシギ ◇10月 8日、戸田市道

満で1羽。10日にも見られた（海老原美夫

及び高橋達也）0 

オバシギ ◇ 9 月12日、戸田市道満で1羽。 

左足指の少し上の部分がなかった（駒崎政

雄）。 

エリマキシギ ◇ 9月 1日、戸田市道満で 4 

羽（駒崎政雄）。 ◇ 9月19日、本庄市の阪

東大橋下流の干潟で 1羽（井上幹男）。 ◇ 

9月24日、浦和市秋ケ瀬A区で1羽（近藤

崇）。 

アカアシシギ ◇ 9月29日、戸田市道満で 2 

羽。アオアシシギ19羽とともにいた（駒崎

政雄）。 10月 8日、同所で 2羽（海老 美

夫）。 

コアオアシシギ ◇ 9月12日、戸田市道満で 

12羽（駒崎政雄）。 

オグロシギ ◇ 9 月29日、戸田市道満で 6羽 

（駒崎政雄）。 

オオソリハシシギ ◇ 9月15日、本庄市の上 

武大橋下流の干潟で 1羽（井上幹男）。 

セグ口カモメ ◇ 9月30日、本庄市の上武大 

橋下流で1羽（井上幹男）。 

ツツドリ ◇10月 1日、浦和市秋ケ瀬の子供

の森で 4羽（近藤 崇）0 010月23日、嵐

山町の菅谷館跡の桜の枝で1羽（橋本博夫 
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・千枝子）。 

アマツバメ ◇ 9 月30日、本庄市の上武大橋

下流でショウドウッバメの群れの中に 2羽（井

上幹男）。 09 月30日、狭山市沢久保の自

宅上空で約30羽（三田長久）。 010月13日、 

蕨市錦町で 3 羽（浅沼源太本）。 010月24 

日、吹上町明用で約20羽（森本園夫）。 

アジサシ ◇10月 9 日、狭山湖で 1 羽。たる

状のブイの上で休んでいた（三田長久）。 

アリスイ ◇ 9 月30日、本庄市の上武大橋下

流の立木で 1 羽（井上幹男）。 010月 8 日、 

戸田市の荒川河川敷で1 羽（高橋達也）。 

010月10日、戸田市道満で1 羽（高橋達也）。 

アカゲラ ◇ 9 月30日、本庄市の上武大橋下

流の干潟近くのアカシアの木で早 1 羽（井

上幹男）。 

ツメナガセキレイ ◇ 9 月24日、浦和市秋ケ

瀬 A区で 2 羽（近藤 崇）。 

ジョウビタキ（初認） 010月17日、所沢市

三ケ島地区で61羽（渡辺 敦）。 ◇10月 

18日、本庄市の阪東大橋下流で古 I 羽（町

田好一郎）。 010月21日、熊谷市西別府の

自宅で木枯しの朝に合 1羽（諏訪隆久）。 

010月25日、深谷市八日市で古 1 羽（荻野 

ときじ）。 010月25日、戸田市の荒川河川 

敷で 1 羽（浅沼源太郎）。 010月26日、嵐

山町の菅谷公園に古 1 羽。菅谷館跡の西郭

と南郭に合各1羽（橋本博夫、千枝子）。 

010月29日、浦和市見沼の野田小学校のそ

ばで合 1 羽（藤野富代）。 010月30日、浦

和市本太で早 1 羽（藤野富代）。 

ノビタキ ◇ 9 月22日午後 4 時、本庄市の阪

東大橋下流の入江の岸で1 羽。カワセミを 

撮る為にセッ トしたカメラのブラインドの 

上にとまる。ついでにストロボの上に白い 

「お土産」を1 ケおいて行く（町田好一郎）。 

ー一ー表紙の写真 

09 月29日、戸田市道満で 1 羽（駒崎政雄）。 

09 月30日、狭山市入間川の広瀬橋付近で 

4 羽（三田長久）。 010月 1 日、浦和市秋

ケ瀬 A区で 1 羽（田中富夫）。 

マミチャジナイ ◇10月 2 日、戸田市の戸田

公園で 1羽（高橋達也）。 

メボソムシクイ ◇10月 1 日、浦和市秋ケ瀬

の子供の森で 2 羽（近藤 崇）。 

キビタキ ◇ 9 月29日、戸田市道満で91羽 

（駒崎政雄）。 010月 1 日、浦和市秋ケ瀬

の子供の森で合 2 羽（近藤 崇）。 010月 

14日、深谷市の仙元山公園で合 1 羽。美し

いク思いがけない出会いだったので感激マ 

（高橋タ香子）。 

オオルリ ◇10月1 日、浦和市秋ケ瀬の子供

の森で6 の若鳥1 羽（近藤 崇）。 010月 

1 日～ 2 日、戸田市の戸田公園で早 1 羽 

（高橋達也）。 

サメビタキ ◇ 9月29日、戸田市道満で 1 羽 

（駒崎政雄）。 010月 1 日、浦和市秋ケ瀬

の子供の森で I 羽（近藤 崇）。 010月21 

日、戸田市の戸田公園で1羽（高橋達也）。 

エゾビタキ ◇ 9 月29日、戸田市道満で 1 羽 

（駒崎政雄）。 010月 1 日、浦和市秋ケ瀬

の子供の森で I 羽（近藤 崇）。 010月 4 

日、戸田市の戸田公園で 3羽（高橋達也）。 

010月 5 日、嵐山町の菅谷館跡の栗林で 2 

羽（橋本博夫、千枝子）。 010月 9 日、狭

山湖畔の公園で 1 羽（三田長久）。 010月 

10日、熊谷市大麻生で 3 羽。 

コサメビタキ ◇ 9 月21日、本庄市の阪東大

橋下流で 3羽（井上幹男）。 010月 2 日、 

戸田市道満で 2 羽（高橋達也）。 010月 8 

日、三芳町の多福寺で 1 羽（藤原寛治）。 

010月14日、深谷市の仙元山公園で 3 羽 

（高橋タ香子）。 

	 1989 バードフォ トコンテスト入選作 

ハクセキレノ 

カメラの前でツンとおすまし？ いいえ、 

これは羽づくろいの最後の仕上げ。 

まずは足を使って頭カキカキ、お次は羽を

バサバサ、最後に尾の付け根から脂をちょっ

ととって、身体中にナデナデ。仕上げが尾羽 

（セキレイ科） 
をくちばしでツツーッとしごいておしまい。 

これは尾羽の右側をちょうどしごき終った

ところなんです。 

1988年10月14日／八王子市多摩川にて 

（登坂久雄・八王子市） 

キレイ 

いいえ、 
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I 北川辺町’渡良瀬遊水池探鳥会 I 

期日：12月 3日（日） 

集合：午前 9時 東武日光線柳生駅前

交通：東北本線大宮 8:12発→栗橋 8:41着、 

東武日光線乗り換え 8 : 55発→柳生 9 

:04着 

解散：午後1時ごろ 

担当：山部直喜、松井昭吾、五十嵐浩、中島

康夫 

見どころ：冬枯れの芦原で、猛禽ウォッチン

グ。両翼を大きく広げて蒼穿を舞う、 

彼らの雄姿に感激！ 猛禽の数の多さ

は自然の豊かさ、そんなことも考えな

がら楽しく探鳥会。 

蕪薫蒸蕪憂藍1 
期日：12月10日（日） 

集合：午前 9時20分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:00発→大麻生9:10 

着／ 秩父鉄道寄居8:52発→大麻生 

9:10着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：諏訪隆久、岡安征也、林滋、町田好一

郎、逸見験、内藤義雄、関口善孝、田

口浩司、宮坂亨 

見どころ：コハクチョウはまだかな？ 冬の

便りを携えて、遠い北国から渡来する

コハクチョウ。長旅の疲れをいやす彼

らをそっと見守って、今年の大麻生の

しめくくり。 

野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

探鳥会に参加される場合、持ち物は、筆記

用具、雨具、昼食、ゴミ袋、もしあれば双眼

鏡など。参加費は、一般ニ＝ 100 円、会員及び

中学生以下二＝50円。受付は探鳥会当日です。 

特別な場合を除いて予約申込みの必要はあり

ません。小雨決行です。 

夢中になりすぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりしないように。タバコの吸い殻

やゴミを散らかすなんて事はもってのほか。 

いつもフィールドマナーをお忘れなく。 

身支度ができたら、さあ出発！ 

蕪滞T茎還蔀藻蕪1 
期日：12月17日（日） 

集合：午前 8 時15分 北浦和駅東口 または 

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

解散：午後 1時ごろ 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、乗田

実、手塚正義、伊藤芳晴 

見どころ：いよいよ三室は冬本番。冬場の里 

0ン島 川辺の鳥を気軽に楽しむなら、 

やはり三室はお勧めです。時の経つの

も忘れて、今年最後の三室を満喫。 

［夏蕪蕪璽曹蕉」I 
期日：12月17日（日） 

集合：午前10時 森林公園南口 

交通：東武東上線川越9:09発→森林公園 9 

: 32着、東武バス乗り換え、森林公園

南口行き 9 : 42発→南口 9: 52着 

解散：午後1時ごろ 

費用：入園料 360円（子供80円）は各自でご

負担願います。 

担当：諏訪隆久、榎本秀和、岡安征也、橋本

博夫、逸見験、田口浩司 

見どころ：林の小径をたどって、沼から沼へ

ウォッチング。笹薮からはシロハラの

声が聞こえます。ルリビタキやアカノ、 

ラも期待できそう。 そして、沼を埋め

つくすカモ、カモ、カモ。 
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期日：平成 2年 1月 3 日（水） 

集合：午前 9時30分 さぎ山記念公園駐車場 

交通：大宮駅東口7番バス乗り場（高島屋向

い側）から中野田引返場行き 8 : 40発 

→上野田下車／ 浦和駅西口 1番バス

乗り場からさぎ山記念公園行き 8 : 55 

発→終点下車 

解散：午後1時ごろ 

担当：海老原美夫、松井昭吾、金子真理 

見どころ：恒例の新年早々探鳥会。テレビや

お屠蘇に飽き飽きしたら、野外に飛び

出して、野鳥や鳥仲間に新年のご挨拶。 

「竿蕪”蕪芋落菊蕪ー崖竿菊鍵 
し“ー・・“,」ー“ーー“～・』“山“"“」“"4"“」ー“""J"”叫ー一ーー“"' 

期日： 1月20日（土）午後～21日（日） 

集合：1月20日午後 5時40分 銚子駅改札口

交通：東京15 : 45発総武本線特急しおさい 9 

号が便利。自動車の方は宿に直行も可。 

費用： 9,000 円ぐらいの予定（ 17自 3 食、参 

加費、保険料など）。 

定員：20名程度（先着順、支部会員優先） 

申込み：往復葉書に住所、氏名、電話番号、 

年齢、性別を書いて北川慎一（〒367 

本庄市銀座 	 ノまで。 

担当：北川慎一、榎本秀和 

見どころ：日本一の力モメの名所、銚子港を 

訪ねます。まず夜は、海の幸と鳥談義

で交流を深めましょう。そして翌日は、 

地元の方の案内で、カモメの識別をじ

っくり勉強しましょう。 

注意：防寒に充分留意しておでかけください。 

1月 7日（日） 

1 月13日（土） 

1月14日（日） 

同 日 

1月15日（祝） 

1月20日（土） 

1月21日（日） 

同 日 

1月28日（日） 

同 日 

久喜市・昭和池探鳥会

長野県・軽井沢探鳥会

熊谷市・大麻生探鳥会

川越市・西川越探鳥会

ガン・カモ類県内一斉調査

茨城県・菅生沼探鳥会

浦和市・三室地区探鳥会 

嵐山町・菅谷館跡探鳥会 

吉見町・吉見百穴探鳥会 

越谷市・古利根川探鳥会 

「’・“""'‘り“'“ 皿“一」 ““」‘"h"ur‘一’‘一‘ """' """''"'"'"""'"",""“， 	 、“'''“…“"" ""' """" ''""'"‘り」”・“ '"''' '"""'"'"H u'"m"'u"'""''u"m、 

t,,nlk息三焦点と焦-jsbc7)台』 
とき：12月23日（土・祝）午後 1時～ 3 時頃

会場：支部事務局 

案内：また来年も、すばらしい野鳥と友人に

巡り合えますように…。想いを込めて 

ri月号」の袋づめ。 

窪薫喜 75鷲「薫 
とき：12月28日（土・祝）午後 3時頃～ 5 時

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ 

案内：会員の交流の場として、写真をやらな

い方でも楽しさいっぱいの集まりです。 

rー革策議護姿一1 
しーw41”一」‘』”4，ー一一,‘」“叫 ,“」』 

期日：12月24日（日） 

会場：浦和市立コミュニティーセンター（浦

和駅西口から県庁通り西進、中仙道を

左折して約600m右側） 3階視聴覚室 

プログラム：O午後 2時～ 2時30分 前座の

スライド映写「埼玉県支部の 1年」。 

支部活動に関するスライドを披露し

てくださる方、事前に事務局までご連

絡ください。真面目なのから笑えるも

のまで、いろいろ見せてください。 

O午後 2時30分～ 4 時30分 講演会 

「鳥華抄・撮影裏話あ 

写真集『鳥華抄』の叶内拓哉さんが、 

スライドをまじえて、タイトルにこだ

わらない話を展開してくれます。これ

はめったにないチャソス。埼玉県支部

の会員たちへの、 ビッグなクリスマス

プレゼントですね。 

担当】海老原美夫 



10月 1日（日） タカの渡り調査 

参加者  荒木恒夫、石松康幸、井上茂、榎本

秀和、榎本みち子、海老原美夫、岡安征也、 

岡安ゆかり、小測健二、金井敦美、金井祐二、 

河辺達朗、北川慎一、草間和子、楠川雅之、 

楠見邦博、小荷田行男、佐久間博文、杉本秀

樹、鈴木信、鈴木忠雄、関口芳孝、高橋定司、 

武田靖彦、原田昌清、浜田和子、林滋、藤野

富代、逸見験、増尾節子、増尾隆、町田好一

郎、松井昭吾、松本生男、村部孝、矢野太郎、 

山口輝雄、山口博、吉原俊雄、吉野邑（40人） 

絶好の調査日和に恵まれ、かなりの数がカウ

ントされた模様。参加者は、渡りを見る感動

と疲れ目の二つのプレゼントをもらったこと

でしょう。皆さんどうもご苦労様でした。 

10月 1日（日） 川口市 差間 

囚 37人 「ーコ  晴 囲 カィッブリ カワ

ウ アマサギ チュウサギ コサギ カルガ

モ サシバ キジ シラコバト キジバト

ツツドリ アマツバメ ツバメ イワツバメ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ノビタキ ェゾビタキ シ

ジュウカラ カワラヒワ スズメ ムクドリ

カケス オナガ ハシボソガラス ハシブト

ガラス（29種）芝川沿いには、真赤なヒガン

バナが咲きみだれ、日差し強く暑い中にも季

節は確実に秋。旅の途中のアマツバメ、ノビ

タキ、ツツドリを参加者全員で観察。ここで

はあたりまえのシラコバトもじっくり観察で

き、参加者も満足されたろう。 

まだまだひなびた風景が残る差間。自然い

っぱいの次回の探鳥会も期待してください。 

10月 8 日（日） 熊谷市 大麻生 

囚 44人 「一］  晴 園 ダイサギ コサギ

カルガモ ハチクマ トビ ノスリ チョウ 

ゲンボウ コジュケイ イソシギ キジバト

ツツドリ カワセミ コゲラ ヒバリ ショ

ウドウツバメ ツバメ イワツバメ キセキ

レイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョ

ドリ モズ シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カワラヒワ スズメ ムクドリ カケス

オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(32種）挨拶もそこそこにいきなりノスリが

通過する。そして、鳥合わせ前にはハチクマ

が飛ぶ。この秋も大麻生は猛禽のメッカとな

った。 「期待」 の秋の旅鳥には会えなかった

が、ツツドリを図鑑よりも鮮明に観察して、 

ツツドリにとっては、声はすれども 	の汚 

名を挽回する機会となった。.ヒョドリやカケ

スの群れが上空を通過していき、彼等も渡り

をしているのだろうと思う。カワセミ？ここ

では常識です。 

10月10日（休） 北川辺町渡良瀬遊水池

囚 40人 岡 晴 園 カィッブリ ダイ

サギ コサギ アオサギ ミサゴ トビ ノ

スリ チュウヒ チョウゲンボウ ムナグロ 

タシギ キジバト アマツバメ カワセミ 

ヒバリ ショウドウツバメ ツバメ セグロ

セキレイ ヒョドリ モズ ノビタキ セッ

カ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクド

リ カケス オナガ ハシボソガラス（29種） 

抜けるような青空をバック R 2羽のミサゴが

ソワリング。全員感激。他にもチュウヒ、ノ

スリ、チョウゲンボウと次々現われ、十分に

ワシ・タカ類を楽しめた。しかし、カモ類や

シギ・チドリ類はさっぱりだった。 

10月15日（日） 浦和市 三室地区

囚 71人 「コ  晴 囲 カィッブリ ゴィ

サギ ダイサギ コサギ カルガモ コガモ

オナガガモ ハイタカ コジュケイ バン 

参加者 

渡良瀬遊水池 
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タカブシギ イソシギ タシギ キジバト

カワセミ コゲラ ヒバリ キセキレイ

クセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モ

ズ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ カケス オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（32種）カ

ワセミが 2 カ所で出現。人気者の登場に全員

歓声を上げる。今年はダイサギが多く、黄色

のくちばしが目立った。 

10月22日（日） 荒川村 日野渓谷 

囚 31人 瞬 晴後曇 囲 ノスリ キジ 

ノぐト コゲラ キセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ カワガラス ジョウビタキ

ウグィス キクイタダキ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ スズメ ムクドリ カケス

オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(20種）この秋初めてのジョウビタキがきれ

いだった。ハイキング向きのコースは変化が

あって楽しい。帰り道、ィノシシの足跡やム

ササビが木の穴から顔を出すのも見られた。 

10月24日（火） 栃木県奥日光戦場ケ原 

囚 28人 ＝コ  晴 囲 マガモ オナガガ 

モ ヒドリガモ ホシハジロ トビ キジバ

ト コゲラ キセキレイ ハクセキレイ セ

グロセキレイ ジョウビタキ ノビタキ ツ

グミ アカハラ シロハラ マミチャジナイ

コガラ ヒガラ シジュウカラ エナガ ゴ

ジュウカラ ウグイス キビタキ コサメビ

タキ ホオジロ アオジ アトリ ウソ シ

メ イカル カシラダカ スズメ カケス

モズ ハシボソガラス ハシブトガラス （36 

種）快晴に恵まれ、素晴らしい紅葉の中をス

タート。その直後、ウソの群れを間近でじっ

くりと見られた。湯川沿いでは、マミチャジ

ナイ、シロハラ、ッグミ、シメ、アトリ等の

冬鳥カ、 光徳入口では雄のキビタキ、ノビタ

キ、コサメビタキ等の夏鳥が見られるという、 

平日のぜいたくで楽しい探鳥会だった。 

10月28日（土）『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人  岩波勇一、海老原教子、 

海老原美夫、河辺達朗、小林恒雄、鈴木秀男、 

登坂久雄、中村治、長谷部謙二、馬場昇、平

野樹夫、藤野富代、村上久美子、遊佐京子、 

吉田二三子、吉原俊雄、渡辺敦、渡辺孝章 

(18人） 

10月28日（土） 写真クラブ定例会 

集まった人 

   

20メ、 作品発表した人 7人 

    

ツツドリ（鈴木秀男・大宮市） 

11月 3 日（休） 上尾市 丸山公園

囚 40人 「コ  晴 園 カィッブリ ゴイ 

サギ コサギ アオサギ カルガモ コジュ

ケイ キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ジョウビタキ ッグミ ウ

グイス コガラ シジュウカラ メジロ ホ

オジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

シメ スズメ ムクドリ カケス オナガ

ハシボソガラス（31種）朝、静けさの中で鳥

を見るのは最高の気分…。 もちろんカワセミ

も登場。 ァシ原では、アオジ、カシラダカな

ど冬鳥たちが出そろい、モズの高鳴きを聞き

ながら深まりゆく秋を楽しみました。 「早朝

のひととき、病みつきになりそう！」 

心 

（押川歳子） 

がんばってくれた人 
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平成群器農躍日当番（午後 2讐加機 
11月11日（土）小測健二、登坂久雄 

11月18日（土）諏訪隆久、町田好一郎 

11月25日（土）袋づめの会（1時から） 

12月 2 日（土）榎本秀和、岡安征也 

12月 9日（土）海老原美夫、山部直喜 

12月16日（土）草間和子、林 滋 

12月23日（土）袋づめの会（1時から） 

12月30日（土）と1月 6 日（土）は、休み 

ます。11月の当番の掲載が遅くなりました。 

ごめんなさい。 

しらこばと 昭和63年 8 月 2 日第 3種郵便物認可 

最後Co：ミ轟分布

夏と冬の県内野鳥分布調査を始めて5年が

過ぎました。ひとつの区切りとして、今回の

冬鳥調査で終りとします。今後は、 5年間の

まとめをすることになります。 

最後の分布調査にご協力ください。 

調査期間は12月 1日から、来年1月31日ま

で。 

期間中にあなたのフィールド（ 1 km平方く

らいをひとつの単位としてください）で観察

した鳥の種類とおおよその数をメモしておい

てください。 

期間が終りましたら、今月号に同封したは

がきに記入して、ポストに投函してください。 

料金受取人払いですので、切手をはる必要は

ありません。 

最後の調査の注目種はシラコバト。変化し

ているといわれていますが、今の分布状態を

明らかにしたいと思っています。 

篇篇二情載熱霧いこ・軸くだるい 

本誌への投稿原稿、カット、会員の声、野

鳥情報など、どんどんお寄せください。 

事務局へのお便りのうち、本誌への投稿な

のかどうかはっきりしないで悩むものがあり

ます。遠慮しないで、堂々と『しらこばと』 

に掲載しろと書いてください。 

野鳥情報は、緊急の場合を除き、はがきな

どでお寄せください。ポランティアで電話の

応答もしてますが、会員の皆さんも、出来る

だけボランティアの手数を減らすことにご協

力いただければありがたいのです。電話では

間違いが起こる可能性も高くなりますので。 

支部への苦情や提言・ご意見などもお待ち

しています。  

11月20日現在 1, 135人です。 

10月 2 日 当支部のリーダー研修会に関する

資料を、関東ブロック各支部に送付。 

10月 7日 普及部会議（15日も）。 

10月14日 編集部会議。 

10月15日 総務部会議。役員会議（司会：手

塚正義、次期支部代表評議員、その他）。 

10月20日 アズ熊谷で打ち合わせ（海老原）。 

10月23日 11月号校正（大武、西城戸）。 

10月25日 フェスティバル事業部準備（草間）。 

10月31日 アズ熊谷展示作業（海老原）。 

多熟影劾励励薦務加磁 

10月の休みに雲取山を、三峰から奥多摩湖

と登って来ました。天気も良く、 1泊 2 日の

すばらしい山行でした。久し振りの山歩きも

楽しいものでしたが、この山歩きのきっかけ

を作ってくれたYさんの心のこもった案内状

と、奥多摩支部の皆さんとの焼肉パーティーが、 

心に残っています。野鳥の会の仲間が与えて

くれた大きなプレゼントに感謝して、今後共

鳥仲間達とのつながりを深めたい。（楠見邦博） 
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